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〔論文審査の要旨〕 

本論文は、国際刑事司法における被害者救済が抱える問題点を明らかにしつつ、国際刑

事裁判所の独特の被害者救済の試みを題材にとりあげて、その意義を検証したものである。 

本論文によれば、冷戦終焉後の時代に設立された国際刑事法廷には、平和への貢献を求

められる要請と、被害者救済を求められる要請という、二つの政治的要請が働く。これに

よって司法制度としての基本的性格との間に、ジレンマが生まれる。本論文は、国際刑事

裁判所を、このジレンマを、独特のやり方で乗り越えようとしている重要な試みとして位

置付ける。 

本論文は、まず司法制度の発展の歴史において被害者がどう扱われてきたかを論じ、近

代において被害者の地位は低下したが、現代ではその復権が要請されている歴史的展開を

明らかにした。次に国際刑事司法は、紛争後社会の平和に貢献するという政治的目的を付

与されてきたことを示した。その上で本論文は、国際刑事裁判所の複雑な構造を詳細に描

き出し、特に裁判部と被害者信託基金という全く性格の異なる機能を持つに至った経緯も

解明し、具体的な判例も参照して運用の実態も明らかにした。そして政治的要請を受けて

成立したがゆえに、司法機関として持っている基本的性格に、独特の新しい性格が付け加

えられることになった国際刑事裁判所の特徴を分析した。本論文によれば、国際刑事裁判

所は、独特の困難を内在的に抱え込んでいるがゆえに、高い意義を持っているのであった。 

 公聴会・審査においては、予備審査の際にも議論となった裁判部と被害者信託基金の関

係、両者を並列的に抱え込む国際刑事裁判所の統一的な性格を理解する方法、などについ

て、審査員から質問がなされたが、いずれに対しても適切な返答がなされた。修辞上の改

善点の示唆なども提示されたが、いずれも短期間で修正することが可能なものであった。

なお本論文の著者は査読付き論文を既に公表しており、博士号取得に必要な要件も満たし

ている。 

以上、審査の結果、本論文の著者は博士（学術）の学位を授与される十分な資格がある

ものと認められる。 

 


